中野　洋恵 : 課題解決型学習実践的活動に結びつく学習プログラム・国立女性教育会館におけるキャリア調査研究・実践プログラムから by 中野 洋恵
 27
課題解決型実践的活動に結びつく学習プログラム
国立女性教育会館におけるキャリア調査研究、実践プログラムから
	 中野　洋恵
　　　1　はじめに
現在、国立女性教育会館では課題解決型実践活動に結びつく研修事業と
して、多様な女性のキャリア形成を支援することを目的とする「女性のキャ
リア形成支援推進研修」を実施している。この研修は喫緊の課題を担当する
指導者に対する先駆的研修と位置づけられている。プログラムの中には「社
会活動キャリア支援」のコースを設定して地域の課題解決のための事業（学
習）計画案を作成する、そして地域に帰った後の実践活動に結びつくことを
視野に入れている。したがって地域の実践活動を進めていく人、地域の人材
作りに役立つことを目的としている研修であるといえる。この研修は、これ
まで会館が実施してきた調査研究の成果と研修事業の蓄積から得られた知見
をもとに成り立っている。
平成23年12月に出された「第3次男女共同参画基本計画」では「地域、防災・
環境その他の分野における男女共同参画」が重点分野の 1 つに取り上げられ
ている。「『地域』（地域コミュニティ）は、家庭とともに人々にとって最も身
近な暮らしの場であり、そこでの男女共同参画の推進は、男女共同参画社会
の実現にとって重要」であり、高齢化・過疎化の進行、人間関係の希薄化や
単身世帯の増加等の様々な変化の中で「男女共同参画についての意識啓発を
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さらに進めるとともに、課題解決型実践的活動への移行を推進する」ことが
求められている。
平成 16 年度から国立女性教育会館で実施されている女性のキャリアに関
する研修は、第 3 次男女共同参画基本計画の課題を先取りして実施する、い
わば先駆的な研修事業であったということができる。
本稿では会館のキャリアに関わる研修が、どのような蓄積のもとに企画
され、その充実が図られてきたのか、これまで実施された調査研究の変遷を
明確にすることから考えてみたい。
　　　2　多様なキャリアに対応した調査研究の実施
「女性の学習関心と学習行動に関する国際比較研究」
会館が「キャリア」を「職業」だけではなく広い意味で捉え、事業化す
るようになったのは、平成 14 年 11 月に文部科学省が発足させた「女性の多
様なキャリアを支援するための懇談会」が「多様なキャリア」という概念を
提示して以降である。懇談会ではこれからの社会は「一人ひとりが個性や能
力を発揮して様々な分野に参画」し、「柔軟で活力に満ちた社会を創造する
こと」が求められているが、現実には「経済的価値と結びついた職業生活の
面が『見える価値』として評価され、家庭生活、地域活動、学習等の経済的
価値と結びつきにくい活動は『見えない価値』として評価されにくい状況」
にあると認識されている。そして、これからの社会は「『見える価値』と『見
えない価値』の双方の垣根が無くなること」が必要で、そのことによって「多
様な生活歴を持った個人の層が増え、社会への参加や貢献度が多元的に深ま
り、様々な価値観を持つ個人の活躍できる場が広がる」という方向性が示さ
れている。そしてキャリアを職業だけに限定するものではなく、様々な経験
を「多様なキャリア」として包括的に捉え、次のように指摘をしている。「『見
えない価値』も含んだ多様なキャリアを持つ人を後押しする転換措置として、
個人の主体的な学習や活動を支え、その成果を社会で適切に評価し、様々な
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形で活用できるような新しい仕組み、すなわち、生涯学習システムの構築が
求められている」と。結婚や出産によって職業上のキャリアを中断すること
が多かった日本の女性は、企業内でも教育を受ける機会は男性よりも少ない
ため、生涯学習は女性が人生の中でキャリア形成を考えるときに大きな意味
を持っている。
会館にとって「女性と生涯学習」は重要なテーマであり、文部科学省の懇
談会が開催される以前から継続して調査研究が進められてきた。平成 13 年
度から 16 年度にかけて実施された「女性の学習関心と学習行動に関する国
際比較研究」はその中心をなすもので、生涯学習と女性のエンパワーメント
に関する研究として一定の成果を上げている。
この研究はノルウェー、韓国、アメリカ、日本の 4 ヵ国を対象に、生涯学
習がどのように女性のエンパワーメントに資するかを、国際比較によって明
らかにすることを目的としている。各国の生涯学習機関で講座を受講してい
る男女を対象に、現在の学習活動の目的・動機、学習する上での障害と支援、
それが学習の成果に与える影響等を質問紙調査とヒアリング調査で、各国の
生涯学習の特徴を明示した。各国の特徴として、アメリカはより上位のポジ
ションを得るためという「キャリアアップ型」、ノルウェーは現在のポジショ
ンに必要な技能を得るための「能力開発型」、日本と韓国は自己啓発や人間
関係など幅広い意味での人間教育を含む「マインドアップ型」に類型される。
そして日本の場合には生涯学習によって「考える力が向上した」「自分に自
信がついた」など自分自身に関する成果が得られてはいるものの、学んだこ
とが職業に結びつかない、学んだことを活かす仕組みがないことを問題点と
して指摘している（大槻 2005）。
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「生涯学習の活用と女性のキャリア形成に関する調査研究」 
国際比較調査から出された問題の解決策を見出すために、平成 15 年～ 17
年度にかけて「生涯学習の活用と女性のキャリア形成に関する調査研究」を
実施した。この研究は学習の結果を具体的活動に結びつけた女性を対象に事
例調査をもとに分析し、出口につながる学習について考察したものである。
タイトルに「女性のキャリア」という言葉が入ったのは前述の文部科学省の
「多様なキャリア」概念に対応している。
平成 16 年度は生涯学習との関わりをきっかけとして様々な分野で活躍し
ている女性を対象にインタビュー調査を行った。受講した生涯学習を再就職
講座、簿記・パソコン講座、日本語教師養成講座、保育者養成講座といった
資格に結びつく「スキルアップ」型講座と、女性問題講座、女性の生き方講
座などの直接資格には結びつかないが自分自身を考える国際比較調査から抽
出された「マインドアップ」型講座に分類し、どのように学習を成果に結び
つけたかを分析した。その結果、①スキルアップ講座の受講から資格を取得
しキャリア形成に結びついた、②スキルアップ講座内容が直接キャリアアッ
プには結びつかなかったが、講座をきっかけに得た情報や人的ネットワーク
がキャリア形成に結びついた、③マインドアップ講座の受講でネットワーク
ができ、社会活動へ発展することによってキャリア形成に結びついた、④マ
インドアップ講座の受講がすでにもっているキャリアプランに自信を得て
キャリア形成に結びつけた、という 4 つのパターンが見られた。そして学習
内容による「スキルアップ」と学習者のネットワーク形成がキャリア形成に
つながる効果があることが明示された。この 20 人の事例はブックレット『生
涯学習をキャリア形成に生かした女性たち』にまとめられている。
また、平成 16 年度は、様々な分野の NPO で活躍している女性 21 人にイ
ンタビュー調査を実施し、その成果をブックレット『キャリア形成に NPO
活動を生かした女性たち』としてまとめた。
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『女性のキャリア形成のためのプログラムに関する調査研究』
調査研究の成果としてまとめられたキャリア形成の事例、そして作成さ
れたブックレットをキャリア支援のプログラムの中でいかに活用するかを考
察するために実施したのが平成 18 ～ 19 年度『女性のキャリア形成のための
プログラムに関する調査研究』である。ブックレットや事例を活用し実験プ
ロクラムを試みた。その結果、3 つの活用方法、「事例提示型」「キャリア回顧・
展望型」「事例分析型」が提案された。
「事例提示型」とは、最も直接的な活用方法であり、ロールモデル自身に
プログラムの講師と事例提供者として講座の参加者に自らの経験、キャリア
形成のプロセスを語ってもらう。参加者と直接に対話できることはインパク
トが大きく、参加者が今後の具体的な目標を描く上で効果的な方法である。
インパクトが大きいだけにロールモデルの経験に引きずられる可能性が大き
いので、講座の目的に適した事例報告者を探すことがポイントとなる。
「キャリア回顧・展望型」は、ロールモデルそのものを活用するのではなく、
事例を参考に自らのキャリアにつながる経験や学習を振り返ったり、今後を
展望する作業をする方法である。自分の経験を言葉にしたり記述することで、
現状だけでなくこれまでの経験から自分にどのような経験や能力があるかを
見つめることによって、自信を得ることができる。しかしこれまでの経験が
すべて自信に簡単につながるものだとは限らない。マイナスの経験も自分に
対する意味を考えながら言語化するには時間が必要だし、痛みをともなうこ
ともある。また、それを講座に参加している他者と共有するためには、講座
の参加者どおしの信頼関係ができていなければならない。学習支援者の力量
が求められる。
「事例分析型」は、キャリア形成のブックレットを教材として個人、また
はグループで分析する方法である。ロールモデルになる人が講座に参加する
ことが難しい場合や、キャリア回顧・展望型の前段階として効果的である。
しかし事例の細部にこだわったり、自分と考え方が異なると批判的になる場
合もある。どのような視点で分析するのかを、事前に計画しておくことが必
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要である。
ロールモデルを学習としての 3 パターンで示しているが、どのパターン
を採用したにしても、企画者がプログラムの趣旨を理解していることが必要
であり、実際の学習支援の場においても個人・グループ作業のプロセスを丁
寧に支援することが欠かせない。企画、学習支援者の力量形成が重要である
ことが指摘されている（羽田野 2007）。
全体のプログラムをデザインする
3 つのロールモデルの活用方法が提示されたが、ロールモデル分析は全体
プログラムの一部であり、全体のプログラムの目的を明確にした上でどのよ
うに位置づけるか、全体のプログラムデザインが重要である
会館では「学習実践の現状をみると、目標・目的は提示されているものの、
個別的、部分的傾向が強く、総合的、全体的目標の中での個別目標の位置、
把握が充分なされていないことが多い」という問題認識から「組織化された
学習」を可能にするプログラムデザインの構築に着手した。そのためにプロ
グラム基盤研究会を組織し、会館のこれまでの研修を分析し、キャリアに関
する調査研究をはじめとする調査研究の成果を生かしたプログラムについて
検討した。課題解決につなげるためには「個人志向的『自分限定的』な学習
が広がり、学習が必ずしも男女共同参画社会を形成していくことと結びつい
ていない」現状においては「個人と社会をつなぐ学習をめざし、『社会に参
画する力をつけること』を支援する」ことが不可欠であり、目標として設定
された。プログラムを構成する要素を「男女共同参画意識の醸成」「実態把
握力」「実践力」の 3 点から捉え、このトライアングルがスパイラルに繰り
返されていくことが「課題解決のプロセス」とされる。
第 1 の「男女共同参画意識の醸成」のための学習とは、「社会的歴史的広
がりの中で自分の『立ち位置』を認識し、男女共同参画の視点を形成する」
学習である。そのために過去から現在にいたる女性の社会的位置を確認し「自
らの社会的役割の意味を把握する」、そして男女共同参画の理解は単に知識
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だけではなく、「参画」という行動へのモチベーションに発展していくため
には自分自身の日常生活や身近な地域の課題と結びつけることの必要性を指
摘している。
第 2 の「実態把握力」は男女共同参画の視点に立って地域の実態の把握、
政策や活動の取り組みの進捗状況を把握する力である。地域の実態を他の地
域や日本全国と比較する、あるいは世界と比較することによって空間的に相
対化して捉える、またこれまでの経年変化を追うことによって歴史的に見る、
つまり実態を空間軸と時間軸の交差から把握することが必要とされる。こう
した客観的な実態把握をもとに課題を明確化するというプロセスが提示され
た。
第 3 の「実践力」は「男女共同参画意識の醸成」と「実態把握力」を身
につけた上で社会参画するための行動や活動を効果的に行う力である。企画
力、情報収集力、表現能力、連携・共同する人間関係力等を含んでいる。
これら 3 つの構成要素ごとに大目標、中目標、小目標をたてそれに応じ
た内容、学習方法、教材、講師、時間等からプログラムを組み立てることに
よってプログラムデザインが作成される（神田 2011）。
社会活動への注目
地域の課題解決型実践活動に結びつく学習を進めるためのキーとなる概
念の 1 つが「社会活動キャリア」である。これまでの調査研究においても、
前述の文部科学省の「多様なキャリア」でも、「職業キャリア」だけではなく「社
会活動」もキャリアとされるが、会館では、個人の生活、活動を私的領域と
社会的公的領域に分けて、「社会活動キャリア」を社会的・公的活動の軌跡
として捉えた。「多様なキャリア」概念では、子どもを産むこと、結婚する
ことというライフイベント、私的な経験までに広げる考え方もあるが、会館
の「社会活動キャリア」は社会的・公的領域に限定している。例えば子ども
を産んで育てることは「社会活動キャリア」ではないが、子育てに関わる地
域活動や PTA 活動は、「社会活動キャリア」になる。
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「社会活動キャリア」によって、これまで実際に社会活動として存在し、
成人女性によって地域課題の解決のために大きな役割を持っていたにもかか
わらず、職業中心の社会システムの中では可視化されなかった活動を捉える
ことができるようになった。
さらに「社会活動キャリア」は個人的な側面として捉えられる「キャリア」
を社会に結びつけることが意図されている。そして「社会活動キャリア」と
「職業キャリア」から女性の人生の経験の積み重ねを捉えることを試みた。
会館では「社会活動キャリア」を、これまでのプログラム基盤研究で明
示されたプログラムデザインに活用し、「社会活動キャリア」の可視化から
具体的な地域の課題解決を目指す実践につながるプログラムを実験的に実施
した。それが平成 20 年度に実施された「連携・協働を推進しつつ、地域に
参画する人材が育つ」ための学習プログラムの開発である。この実験的なプ
ログラムは、千葉県、埼玉県、静岡県で地域内での連携を進めるために、女
性関連施設職員、男女共同参画行政担当者、地域の女性リーダーを対象と
して実施された。プログラムの詳細は『報告書』と『NWEC実践研究』第 1
号に示されている。基盤研究で開発されたプログラムデザインに沿って、男
女共同参画意識の醸成のための基礎的な講義、男女共同参画の実態を把握・
分析するために情報を活用した実態把握として国立女性教育会館の女性情報
ポータル、データベースの活用、男女共同参画統計のワークショップ、地域
の課題を出し合うディスカッション、社会活動キャリアの分析が行われた。
その上で実践力をつけるために出し合った地域の問題を、緊急性、必要性、
実現可能性から絞り込んで課題を明確にするワークショップが行われ、最後
に、地域の課題解決（地域づくり）に参画する女性人材が育つための具体的
な事業計画（目的、対象、内容、予測される地域社会への影響、予測される個人
への影響を具体的に記述する）を作成した。
この実験プログラムで男女共同参画統計の分析シート、社会活動キャリ
ア分析のためのワークシート、事業計画づくりのためのワークシートが開発
されたが、それはその後の会館の主催事業、キャリア研修、短期大学との連
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携プログラム等でも目的と対象とにあわせてカスタマイズされながら活用さ
れている。
　　　3　国立女性教育会館の研修事業
キャリアに関わる研修は、平成 16 年度から文部科学省の懇談会に対応す
る形で開始された。平成 16 ～ 17 年度は教員、指導主事、女性関連施設職員
を対象とする「キャリア形成支援推進セミナー」、平成 18 ～ 22 年度は対象
を女性関連施設職員、大学・短大等の就職・進路指導、相談等に関わる教職員、
女性団体・グループ・NPO 等リーダーを対象とする「女性のキャリア形成
支援推進研修」、平成 23 年度からは女性関連施設・社会教育施設職員、団体・
グループ・NPO 等のメンバー、大学等のキャリア教育担当職員を対象とす
る「男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修」と対象者を
検討しつつ、名称も変えながら継続して実施している。
研修期間は 2 泊 3 日で変わっていないが、初期のプログラムは、基本と
なる講義、関連する施策説明、分科会による取組み事例をもとにした話し合
い、シンポジウムやパネルディスカッションなど知識習得を中心として構成
されていた。平成 18 年度からは基盤研究によって開発されたプログラムデ
ザインに沿って見直され、基礎的な講義を踏まえた上で、ディスカッション
の時間をとる、ワークシートを活用したワークショップに重点を置くなど改
善が続けられている。平成 23 年度のプログラムは講義「社会の変化とキャ
リア形成の必要性　男女共同参画の視点から」、施策説明、インタビュー形
式の事例報告、課題整理のためのディスカッション、事業計画案作りのコー
ス別ワークショップ、全体会という流れで実施された（引間・佐國　2012）。
キャリア分析のワークシートも「社会活動キャリア」と「職業キャリア」
に影響を及ぼした要因や困難、困難を乗り越えた支援を分析するシートや、
キャリアの積み重ねを時系列に追いかけることによって何が「ターニングポ
イント」になったのか、そしてそれは日本社会の変化とどのように関わって
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いるかを分析するシートなど、目的に応じていくつかのワークシートが開発
され、その改良が続けられている。
　　　4　今後の課題
以上のように国立女性教育会館では、調査研究の成果を研修に活かしな
がら、そして研修から見出された課題を調査研究に結びつけながら、「社会
活動キャリア」を軸として地域の課題解決の人材育成のための事業を展開し
ており、一定の成果を上げることができたといえるだろう。この蓄積の中か
らあらたな課題も見えてきた。
まず第 1 に、「社会活動キャリア」という概念の再構築が求められている
ことである。「社会活動キャリア」は「職業キャリア」に対峙する概念で、「職
業キャリア」が個人的志向が強く経済的自立の度合いも高い。それに比して
「社会活動キャリア」は個人的志向よりも社会志向が強く、経済的自立を重
視しないと捉えられていた。しかし NPO 法人やソーシャルビジネスが地域
の課題解決を担う取組みをするようになる中で、「社会活動キャリア」を経
済的側面から捉え直すことが必要となってきた。例えば「職業キャリア」と「社
会活動キャリア」両方の面を併せ持つ NPO 法人の経営を「融合型複合キャ
リア」と再定義している（田中 2012）。
しかし NPO 活動に関する問題点も指摘されている。NPO 法人で働く人
の給与が低いことから、NPO で働くことができるのは「別のところに職業
を持ちそれで生計を立てている人、配偶者や家族の別の者の稼ぎで生計を立
てられる人、定年退職して生活に困らないだけの貯金を持ち年金ももらって
いる人、あるいは親に学費、生活費の面倒を見てもらっている学生ぐらい」
という指摘もあり、経済的には夫に依存している女性の新しい役割分担の固
定化をもたらすという見方もできる（矢口　2005）。
さらに、ケア領域に女性たちの NPO 法人が多いことは「子育て期以降に
社会参加をして生きがいのある人生を送りたいと願う一般的な主婦層の内面
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的なニーズに合致しやすい」ことから「活動する女性たちを安価なケアワー
カーに押しとどめないための歯止めが必要である」ことが指摘されている（国
広 2005）。
「経済的自立」というファクターを入れると「社会活動キャリア」がどの
ように再構築できるのか。現在国立女性教育会館では「地域課題の解決と女
性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発」が進められているの
で、その分析を待ちたい。
第 2 は、「意思決定への参画」である。プログラム基盤研究で出された男
女共同参画の視点の行動の要件として「機関等での意思決定、方針決定への
男女共同参画の取組み」が挙げられている。女性たちが地域課題解決のため
に学習を積み重ね、それが実践に実を結ぶようになりつつある。そしてそれ
が「見える」ようになってきた。しかし地域の課題解決の方向性、方策を決
定する場への女性の参画は依然として少ないのが現状である。2011 年 3 月
11 日に発生した東日本大震災においても震災直後の対応、復興の段階になっ
ても意思決定の場に女性が少ないことが様々な問題を生じさせていることが
指摘されている。避難所のリーダーに女性がいないことが女性のニーズを後
回しにされたこと、復興にも女性の声が反映されずお金になる仕事は男性に
配分され、女性は無償労働を余儀なくされていること、女性に対する暴力が
起きてもそれが隠蔽されてしまうことなど多くの問題が報告されている。地
域の意思決定に女性が参画することは急務である。では、地域の課題解決の
意思決定に女性が参画するためにはどのような力が必要なのか、そしてその
力をつけるためにはどのような学習が必要なのだろうか。課題分析のもとに
学習内容と方法を明らかにすることが求められる。
以上の 2 つの課題とも関わる問題としては、実践活動の中で見出された
課題をどのように解決していくのか、そのプロセス、学習の循環の仕組みを
どのように構築していくかが第 3 の課題である。
学習プログラムの基盤研究の中でも、課題解決型実践に結びつく学習プ
ログラムはそれだけで終わるのではなく学習の成果が実践につながり、実践
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の中で顕在化したあらたな課題（例えば経済的自立、意思決定への参画など）
に対応した学習へとつながっていく。これはスパイラルにつながる学習や循
環型学習と言われる。こうした学習の必要性はこれまでも指摘されてきた。
平成 20 年 2 月 19 日に出された中央審議会答申「新しい時代を切り拓く生涯
学習の振興方策について　知の循環型社会の構築を目指して」の中でも「各
個人が学習したことにより得られる様々な経験や知識等の『知』が社会の中
で『循環』し、それがさらなる『創造』を生み出すことにより、社会全体が
発展していく持続可能なシステムが社会の中に構築」することが必要である
とされている。
しかし現実にはその仕組みができていないために、出口の見えない学習
プログラムにとどまっていたり、学習後、社会活動に踏み出しても日々の忙
しさに追われ疲弊してしまうこともある。
会館では「循環」することを意図して平成 24 年度の研修の中に、前年度
の研修の参加者がその後の活動と成果や課題を報告する分科会を設定する、
参加者が地域に戻ったときにスムーズに活動できるように 25 年度（次年度
に続く）の地域の研修を支援する等の方法を取り入れたプログラムが企画さ
れている。学習を循環させるための具体的な方策が検討されるべきであり、
その際、継続的に支援する人が重要となる。循環型の学習を組み立て、プロ
グラムを運営し、それを実践に結びつけ循環させていくという総合的な学習
をプロデュースする人材の育成が不可欠であることは言うまでもない。
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